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平成 24 年度も麻酔科医の人員確保を維持することができ、拡大した手術枠を維持継続し、予

定手術のみならず緊急手術についても各科の要望に十分こたえることができた。麻酔科管理手術

症例数は前年比で 2％程度減少したが、日勤帯での予定手術施行率が増加し時間外延長症例が減

少した。麻酔科術前外来も順調な運営を重ね、低リスク症例においては術前入院日数の短縮が、

高リスク症例に対しては早い時期からの綿密な術前評価が可能となった。 
また、日常臨床（安全快適な麻酔管理）と若手医師への教育に継続して力を注いできた成果と

して、平成 25 年度も麻酔科医の数を維持することができ、従来の手術枠および麻酔科外来とも

継続予定である。 
研究面では、日々の業務で遭遇した問題点を解析・検討することにより、以下の臨床研究を遂

行あるいは計画中である。 
１．NHO ネットワークグループ（外科・麻酔）としての研究 
   当院外科を中心として本年度は術後譫妄調査を行っている。 
２．術後疼痛管理法の確立 
３．術前経口補液食の安全性の検討 
４．HIV 陽性手術患者の周術期管理 
５．重症患者・大手術の周術期管理 
  ①低心機能患者 
  ②食道癌・膵頭十二指腸切除術患者などにおける皮下組織間質液糖濃度モニタ 
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